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　　最近、当医院に来院する患児のな

かに、嚥i下の機能に異常が比較的、

多く認められる。その中で、異常嚥

下により歯列’不正、歯肉の退縮、平

滑面う蝕の多発が誘発されている事

も多い。そのような場合には、異常

嚥下への対応が必要となる。

　　当医院では異常嚥下癖が歯列や歯

肉などに悪い影響が及ぼしていると

思われる場合には口腔の環境の改善

の一っとして筋機能訓練を試みる。

　　しかし、本人の何故、治さなけれ

ばならないかという自覚に乏しいこ

と、対称年齢が比較的、低年齢とな

るためにトレーニングの内容が理解

しにくく、またトレーニングの言葉

自体が困難であるなどために、うま

くいかない事もある。

　　そこで私達は、トレーニングの効

果がなかった症例を検討を行なった

ところ、子供の生活に合わせたトレー

ニングプグラム、母親用のプログラ

ムの必要性が出てきた。

　　そこで今回、私達が考えだした指

導プログラムを紹介する。
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　　As，　lower　anterior　crowding
is　a　common　finding　in　Japanese
a刀d　　German　　patients，　　it　　is

possible　to　apPユy　experiences，
which　we　ha▽e　gained　durinq　the
last　decades　in　Europe，　also　to
Japanese　children．　Although，　it
is　easy　to　treat　crowdi「｝g　by
transversal　　　expansion，　　　the
improvement　is，　due　to　almost
c。mplete　　r母apse…　　nly
temporary・

　　The　treatment－regi血en　should
depend　on　the　type　of　crowding
（primary　　crowding　t　　secondary
crowding，　　tertiary　　crowding）・・

While　extraction　therapy　should
be　　applied　　in　　cases　　with
primary　　crowdinq　　　（caused　　by

misrelationship　between　tooth－
si2e　　and　　size　　of　　the　　apical

base），　recovery　of　space　in　the

幽　dimension　（by　means　of
lingual　archesr　lip　bumpers，
etc・）　is　indicated　in　patients
with　secondary　crowding　（caused
by　　space　　loss　　due　　to　　early

extraction　of　primary　teeth　or
proximal　　caries）・　Lingual
arches　i　different　kinds　of　lip
bumpers　t　lower　molar　headgear
or　　upper　　molar　　headgear　　in
combination　　with　　class　　工工工
elastics　　may　　serve　　for　　this

pu「pose・

　　The　　basic　　design　　of　　these’

appliances　and　their　indication
in　　　patients　　　with’　anterior
crowding　will　be　presented．
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